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商標について 

EXPRES 沈 UILDER と ESMPRO、ExpressPicnic は日本電気株式会社の登録商標です。 Microsoft、Windows、Windows 
Server は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Intel および Celeron、 
Pentium、Xeon は米国 Intel Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 AT は米国 International 
Business Machines Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 Datalight は Datalight，Inc. の登録商標 
です。 ROM-DOS は Da ね怕 ht，Inc. の登録商標です。 LSI および LSI □ゴデザインは LSI 社の登録商標または商標でず。 
Adaptec とその□ゴは米国 Adaptec, Inc. の登録商標です。 SCSI 说 /e なは米国 Adaptec, Inc. の商標です。 Promise 
Technology, Inc. とその□ゴは、米国 PromiseTechnology，Inc. の登録商標です。 Advanced Intelligent Tape はソニー株 
式会社の商標です。 Adobe、Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズせ）の登録 
商標または商標です。 PCI EXPRESS は Peripheral Componentlnterconne な Special Interest Group の商標です。その 
他、記載の会社をおよび商品をは各社の商標または登録商標です。 

その他、記載の会社をおよび商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2008於は、 Windows Server® 2008 R2 Standard operating system および Windows Server® 
2008 R2 Enterprise operating system の略です。 

Windows Server 200 8 R2 Foundation は、 Windows Server® 2008 R2Foundation operating system の略です。 
Windows Server 2008は Windows Server® 2008 Standard operating system および Windows Server® 2008 
Enterprise operating system の略です 0 

Windows Server 2003 x64 Editions は Windows Server® 2003 R2, Standard x64 Edition operating system および 
Windows Server® 2003 R2, Enterprise x64 Edition operating system または、 Windows Server® 2003, Standard x64 
Edition operating system および Windows Server® 2003, Enterprise x64 Edition operating system の略でず。 
Windows Server 200 3 は Windows Server® 200 3 R2 Standard Edition operating system および Windows Server® 
2003 R2 Enterprise Edition operating system または、 Windows Server® 2003 Standard Edition operating system お 
よび Windows Server® 2003 Enterprise Edition operating system の略です。 

Windows 200日は Windows® 2000 Server operating system および Windows® 2000 Advanced Server operating 
system、Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 

Windows 7 は Windows® 7 Professional operating system の略称です。 

Windows Vis ねは Windows Vista® Business operating system の略称です。 

Windows XP x64 Edition は、 Windows® XP Professional x64 Edition operating system の略称です。 

Windows XP は Windows® XP Professional operating system および Windows® XP Home Edition operating system の 
略称です。 

Windows PE は Windows® Preinstallation Environment の略称です。 


サンプルアプリケーションで使用しているを称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関 
係ありません。 


ご注意 

( 1 ) 本書の内容の一部または全部を無断転載ずることは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 弊社の許可な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

巧）運用した結果の影響については （4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2010 


使用上のごを意(必ずお読みください ) iii 


このユーザーズガイドは、必要なとをすぐに参照でまるよ5、お手元に置いてお< 
よ5にして<ださい。 r 使用上のご注意 J を必ずお読み<ださい。 


A 巧用上のご注意(必ずお読みくだをし、） 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中のを 
称については本書の「を部のを称と機能」の項をご参照<ださい。 


まをにかかねる表示にごいて 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズガイ ドには装置のどこが危陵か、どのような危陵に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどじついて説明されています。また、装置内で危険が想をされる 
箇所またはその付おには警告ラベルが貼りがけられています(本体に印刷されている場合もあ 
ります）。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「を意」 
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□ホを持つものとして定義されて 
います。 

人が死こする、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

^ ず*义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意□末を持つものとしてを義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危陵の内容を図案化したもので 

(例） 

A 



す。 

(感電を意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を図案化したもので 

(例） 广 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例） 論 

C 

(電源プラグを抜 <) 




















iV 使用上のごを意（必ずお読みください) 



本書と警告ラベルでほ用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

A 

高温じよる傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

爆発または破裂のおそれがあるこ 
とを示します。 

众 

レーザー光による失明のおそれが 
あることを示します。 

A\ 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

特定しない一般的なミま意•警告を示 
します。 


行為の禁止 



本装置を分解 • 修理-改造しないで 
ください。感電や义災のおそれがあ 
ります。 

(§) 

めれた手で触らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 


指定された場所 W 外には触らない 
で < ださい。感電や义傷などの傷害 
のおそれがあります。 


水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめらすと感電や 
発义のおそれがあります。 


义気におづけないでください。発义 
するおそれがあります。 

Q 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
から抜いてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特をしない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

@ 

必ず接地してください。感電や义災 
のおそれがあります。 

































使用上のごを意（必ずお読みください )V 


巧を上のごを意 


本装置を安全にお使いいただくためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解し、安全 
じご活用ください。記号の説明じついては iii ページの『安全にかかわる表示じついて』の説明 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 


警告 



人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人命 
(こ関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設倩や機器などへの組み} A み 
やこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ6設備や 
機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただち(こ電源を OFF (こして電源プラグ 
をコンセントか6抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やデバイスベイ、光ディスクドライブのすきまか6金属片や針金などの異物を 
差し 3 A まないでください。感電の危険があります。 


A ミ主意 

AA 

Q 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置をミ毎外で使 
用すると义災や感電の原因となります。 

AA 

Q 

本装置内に水や異物を入れない 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないで<ださい。义災や 
感電、故障の原因となります。もし人ってしまったときは、すぐ電源を OFF (こして、 
電源プラグをコンセントか6あいてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡 < ださい。 


















Vi 使用上のごを意（必ずお読みください) 


電源-電源コードに関するミち意事項 



警告 


A ®\ 

A A 

Q 


めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につなびない 

アース 線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


A ミ主意 


指定 m がのコンセントに差し込まない 

AA 

G ® 

電源は指定された電圧で、アースがきのコンセントをお使いください。指定] U 外の電 
源を使うと义災や漏電の原因となります。 

また、延長コードが/必要となるような場所には設置しないで < ださい。本装置の電源 
仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义《の原因となります。 
クラス01のアース線付き AC コードセットを使用する場合は、接地接続は必ず、電 
源プラグを電源につなぐ前に行って<ださい。接地接続をかす場合は、必ず電源プラ 
グを電源か6切り離してか6巧ってください。 

AQ 

たこ足配線にしない 

コンセントに定格(上の電流が流れることによって、過熱して义がの原因となるおそ 
れがあります。 

AA 

G 

ケーブル部分を持って引き巧かない 

ケーブル部分をおくときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引きおいてください。 
ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりするとケー 
ブル部分が破損し、义災や感電の原因となります。 

AA 

G 

中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで<ださい。中途半端に差し込むと接触不 
良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し} A み部(こほこりがたま 
り、水滴などが付<と発熱し、义炎の原因となるおそれがあります。 

















使用上のごを意（必ずお読みください ) vii 


A ミ主意 


指定似がの電源コードを使わない 

本装置に添がされている電源コード] U かのコードを使わないでください。電源コード 
に定格]:>(上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがあります。また、電源コー 
ドの破損による感電や义災を防止するために次のを意をお守りください。 


A A 

Q 


• コード部分を引っ張6ない。 

• 電源コードをおり曲げない。 

• 電源コードをねじ6ない。 

• 電源コードを踏まない。 

• 電源コードを束ねたまま使わ 
ない。 

• 電源コードをステープラなど 
で固定しない 


電源コードをはさまない。 

電源コード(こ薬品類をかけない。 

電源コードの上にものを載せない。 

電源コードを改造-加工-修復しない。 
損傷した電源コードを使わない。（損傷 
した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に 
関しては、お買い求めの販売店または 
保守サービス会社にご連絡 < ださい。） 


AA 

G 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が確認されているものです。まして他の装置や用途に使用しないで<ださい。义災 
や感電の原因となるおそれがあります。 











viii 


使用上のごを意（必ずお読みください) 


設置-装置の移動-保管-接続に関するを意事項 


A ミ主意 


フ□ントべゼルに手をかけて持ち上げない 

Q 

本装置の持ち運びは底面をしっかりと持ってください。フ□ントべゼルに手をかけて 
持ち上げないでください。フ□ントべゼルが外れ、装置が破損するばかりでなく、落 
下してけがをするおそれがあります。 


指定似がの場所に 設置- 保管しない 

底戀 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指定している場所]: i かに置かないで < ださい。 
义災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 


腐食性 ガスの発生する 環境で 使用しない 

A® 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 

の発生する場所に設置し、使用しないでください。また、ほこり中(こ腐食を促進する 
成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へも設置 
しないでください。装置内部のプリント板が腐食-ショートし、义災の原因となるお 
それがあります。ご不明の点は販売店または保守サービス会社にお問い合わせ<ださ 
い。 

瓜爪 

Q 

電源 コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

本装置内蔵用オプションやインタフェースケーブルの取りがけ/取りかしは本装置の 
電源を OFF にして、電源プラグをコンセントか6あいて行ってください。たとえ電 
源を OFF (こしても電源コードを接続したまま本装置内の部品やケーブル、コネクタ 
に触ると感電したり、ショート(こよる义災を起こしたりすることがあります。 


指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 


インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する本装置やコネク 
夕を確認した上で接続して < ださい。指定] U かのケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりすると、ショートにより义炎を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続じついて次のま意をお守りくださ 
い。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 












使用上のごを意（必ずお読みください ) ix 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するを意事項 


▲警告 

A \ A \ 

(D 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常に動作しな<なるばかりでな<、感電や义がの危険がありま 
す。 


光ディスクドライブの内部をのぞかない 


光ディスクドライブはレーザーを使用しています。電源が ON (こなっているときに内 
部をのぞいたり、鏡などを差し} A んだりしないで<ださい。万一、レーザー光が目(こ 
人ると失明するおそれがあります（レーザー光は目に見えません)。 

盛瓜 

® 獲 ) 

Q 

リチウムバッテリを取りがさない 

本装置内部(こはリチウムバッテリが取り付け6れています。リチウムバッテリを取り 
外さないでください。リチウムバッテリは义をおづけたり、水に浸けたりすると爆発 
するおそれがあります。 

また、リチウムバッテリの寿命で本装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で 
分解•を換•充電などをせず(こお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 

AA 

C 

お手入れや本装置内蔵用オプシヨンの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取りが 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF (こして、電源プラグをコンセントか6抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品(こ触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれ 
があります。 


A ミ主意 


局温ま意 

A 

本装置の電源を OFF (こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部品が高温になっています。十分にぶめたことを確認してか6取り付け/取 
り外しを行ってください。 

AG 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取り付けてください。中途 
半端(こ取りがけると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 

















X 使用上のごを意（必ずお読みください） 


運用中のを意事項 


A ミ主意 

A A 

雷びなった 5 触 5 ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。また電源プラ 
グを抜<前(こ、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置には触れないで<ださ 
し、义災や感電の原因となります。 

爪爪 

Q 

ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないで<ださい。排ミ世物や体毛が本装置内部に 
入って义災や感電の原因となります。 

AQl 

1 装置の上にものを載せない 

1 本装置が倒れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

AQ 

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間か6ほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、卜 
レーじぶつかりけがをするおそれがあります。 

AQ 

巻を込みま意 

本装置の動作中は背面にあるぶ却用ファンの部分に手や髪の毛を近づけないで < だ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き} A まれたりしてけがをするおそれがあります。 













使用上のごを意（必ずお読みください ) xi 


警告ラベルにごいて 


装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています(警告ラベルは装 
置に巧刷されているか、貼りがけられている場合があります）。これは装置を取り扱う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼りがけられていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、装置に巧刷されていないなどしているときは販売店にご連絡くだ 
さい。 



么注意 CAUTION 


オプションの取がけ、取がし日きは電源プラグを]ンセントか5あき、郷装置と接続しているケ-ブルをがして下さし、。 
せ巧可选配件的安装ネ日拆が日寸，请先把电源插头从插座中拔出，并取下与外部设备を接着的线雞。 
進行選購設備的安裝和拆卸時，請先把電源插頭從插座中®出， 4 R A 

並取下與タト部設備連接的線'鶴。 電源 プ焉ぁ く感 

Disconnect all AC power cords from both system 拔下电源插头有触电危检 

and external peripherals prior to ins ね llinq/removing options . 微卓電源插頭 を意觸電 


ネジは本体内部へ落とさない様、十分ご注意下さい。 
请一定を意で要把螺丝掉落をま机内部。 

請を意絕對で要將螺絲掉入設備內部。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 


ボ-ド及财プシヨン機器の接続の際は、ずユ-ザ-スガイドを参照し、 E しく接続して下さし、。 
誤った接続は、故障や义災の原因となります。 

对ネ反卡か及可选设备进行を接が，请务必参照"用户指南"，正确进行を接。 
が果错误を接，可能会导致故障或义灾的发生。 

安裝控制卡及選購設備時，請務必參照"用戶指南"，進行正確連接。 

連接錯誤時，可能會造成故障或义災。 

Refer to the "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 


A 


指をはさんだり、ぶつけたりしないように注意して下さい。 

请か瓜す要夹住或碰伤手指。 

請注意で要夾傷手指，或因碰撞而受傷。 

To avoid the nsk of personal injury, 

be careful _when accessing the inside of the system._ 

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。 
抬起或移动设备が，请ミ主意巧稳设备底部。 

抬起或搬運伺服器時，請牢牢巧住設備底部進行搬運。 

Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 




A 




























xii 使用上のごを意（必ずお読みください) 


KD 扱い上のごを意 (装置を正し < お使いいただ < ために) 


本装置を正しく動作させるためじ次に示すを意事項をお守りください。これらのを意を無視し 

た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• 本装置のおくで携帯電話や PHS を使わないでください。本装置のそばでは携帯電話や 
PHS の電源を OFF にしておいてください。電波による誤動作の原因となります。 

• 本装置が正常に動作できる場所に設置してください。詳しくは146ページを参照してく 
ださい。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取り外しは放置の電源を OFF になっていることを磕認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

• AC 入力電圧が 100 V のコンセントじ添付の電源コードを接続してください。 

• 電源の OFF や光ディスクの取り化しは、装置のアクセスランプが消灯しているのを磕認 
してから行ってください。 

• 装置の電源を一度 OFF じした後、再び ON にするときは10秒じ(上経過してからにしてく 
ださい。無停電電源装置 ( UPS ) に接続している場合も10秒 W 上経過してから ON じなる 
ようにスケジューリングの設ををしてください。 

• 装置を移動する前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• 定期的に装置を清掃してください（清掃は315ページで説明しています)。定期的な清 
掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勤めします。 

• 光ディスクドライブや 5.25 型デバイスベイに取りがけられるオプションは、ソフトウェ 
アのコマンドからトレーまたはメディアをイジェクトできる場合があります。ソフト 
ウェアからイジェクトする場合はフ□ントドアが開いていることを磕認してから実行し 
てください。フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行するとフ□ントドアにトレーや 
メディアがぶつかってイジェクトできずエラーが起きるだけでな<装置自身の故障の原 
因とな U ます。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• オプションは装置に取りがけられるものであること、また接続できるものであることを 
磕認してください。たとえ装置に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、装置が故障することがあります。 






使用上のごを意（必ずお読みください） xiii 


• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の磕認-調整をしてください。 

- 装置の輸送後 

- 装置の保管後 

- 装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜35で • 湿度： 20%〜809 6) から外 
れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で磕認してください。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムじ組み a む場合は、タイムサーバ （NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勤めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や装置を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勃めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜55で、湿度： 20%〜809 6) を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めじち、 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考：冬季（室温と10度 t (上の気温差）の結露防止に有効な時間 

ディスク装置：約2〜3時間 
メディア：約1曰 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期闇中でも有償修理となります。 



保ずサービスについて 

本装置の保ずに関して専門的な知識を持つ保ず員によるを期的な診断-保ず 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会なとを 
期保ずサービスを契約されることをお勧めします。 




XIV 使用上のごを意(必ずお読み<ださい) 


-健康を損なわないためのアドバイス- 

コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体のを部(こ異常が起こることがあります。コン 
ピュータを使用するときは、主に次の点にミ主意して身体(こ負担がかか6ないようん掛けましょう。 


よい作業姿勢で 

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅 
子(こすわり、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さ(こ 
置き、視線が目の高さよりもやや下向き(こ画面にまがれているとい 
う姿勢です。『よい作業姿勢』とはこの基本的な姿勢をとったとき、 
身体のどの部分にも余分な力が入っていない、つまり緊張している 
筋肉がちっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装 
置の画面(こ顔を近づけたままの状態で作業を行うと、疲労の原因や 
視力低下の原因となることがあります。 



ディスプレイの角度を調節ずる 


ディスプレイの多くは上下、左ちの角度調節ができるようになって 
います。まぶしい光が画面に映り} A むのを防いだり、表示内容を見 
やすくしたりするためにディスプレイの角度を調節することは、た 
いへん重要です。角度調節をせずに見づ6い角度のまま作業を行う 
と『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐ(こ疲労してしまいます。ご 
使用の前(こディスプレイを見やすいよう角度を調整してください。 



画面の明るさ-コントラストを調節する 

ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節でき 
る機能を持っています。年令や個人差、まわりの明るさなどじよっ 
て、画面の最適なブライトネス-コントラストは異なりますので、 
状ミ兄(こ応じて画面を見やすいよう(こ調節してください。画面が明る 
すぎたり、暗すぎたりすると目に悪影響をもた6します。 



キーボードの角度を調節ずる 

オプションのキーボード(こは、角度を変えることができるよう設計 
されているものもあります。入力しやすいよう(こキーボードの角度 
を変えることは、肩や腕、指への負担を軽減するのにたいへん有効 
です。 



機器の清掃をする 

機器をきれいに保つことは、美観の面か6だけでな <、機能や安全上の観点か6も大切です。特にディ 
スプレイの画面は、ほこりなどでミちれると、表示内容が見にくくなりますので定期的に清掃する必要 
があります。 



疲れた5休む 

疲れを感じた6手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかる 
ことをお勧めします。 
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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズ製品をお買い求めいただき、まことにありがとう 
ございます。 

本装置は、 Intel ® 社製の最新プ□セ、ソサを搭載した高性能サーバです。モデルにより搭載して 
いるプ□セ、ソサは異なります。 

• インテル® Xeon ® プ□セ、ソサー 

• インテル® Pentium ® プロセッサー 

• インテル® Celeron ® プ □ セ、ソサー 

NEC の最新テクノ □ジーとアーキテクチャにより従来のサーバでは実現できなかった八イパ 
ワー、八イスピードが実現します。 

「高信頼性」はもちろんのこと、「拡張性」を考慮して設計され、ネットワークサーバとして幅 
広くご利用いただけることでしょう。 

本装置の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
製品の取り扱いを十分にご理解<ださい。 


本書にごいて 

本書は、本装置を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用<ださい。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようにしてください。 

本書は、 Windows のオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった一般的な入出 
力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを巧象として記載され 
ています。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これら 
の記号と意□ホをご理解になり、装置を正し<お取り扱い<ださい。 


P-0 

pra 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

✓ 

装置やソフトウエアを操作する上で磕認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 









xvi 本書について 


本書の構ぶにごいて 


本書は4つの編から構成されています。それぞれの編では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には索引があります。必要に応じてご活用ください。 



r 使用上のごを意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のご注意」 
をお読みください。「使用上のごを意」では、本装置を安全に、正しくお使い 
になるために大切なミち意事項び記載されています。 


第1編導入編 


本装置を導入するにあたり知っておいていただきたい情報とお使いになられるまでの 
セットアップの手順について説明しています。ここで説明する内容や手順を守って正し 
く本装置をお使いになるシステム環境へ導入してください。 

第2編八ードウエア編 

本装置の八ードウエアに関する説明をしています。各部のを称やその機能、設置にふさ 
わしい場所に関する説明、オプションの取り付け手順、巨 IOS セットアップユーティリ 
ティの操作方法について知りたいときに参照してください。 

第3編ソフトウてア編 

装置に添付のソフトウェアについてその機能や使用方まについて説明しています。ここ 
で説明する内容に従って正しくお使いください。 


第4編運用•保守編 

本装置を運用する上で知っておいていただきたい情報が記載されています。また、「故障 
かな？」と思ったときは、本装置の故障を疑う前に参照してください。 


本書の購入にごいて 


印刷されたユーザーズガイドが必要な場合はお買い求めの販売店に次の型をで申し a んで< 
ださい。 

型名: UL 9020 - B 14 

また、 DVD - ROM に収められているオンラインド车ュメントの一部は、 W 下の Web サイトから 
ダウン□ー ドすることができます。 

http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 
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本書に記載の r 光ディスクドライブ J について 


本装置には W 下のドライブがどちらか1台装備されています。本書ではこのドライブを「光 
ディスクドライブ」と記載します。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD Super MULTI ド、ライブ 

なお、 CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再 
生機器における再生の保証はいたしかねます。 


本書に記載の r 八ードディスクドライブ J について 


本書で記載の八ードディスクドライブ ( HDD ) とは、特に記載のない限り]: i 下の両方を意□ホ 
します。 

• 八ードディスクドライブ ( HDD ) 

• ソリツドステートドライブ （ SSD ) 







xviii 付属品の磕認 


付属品の確認 

捆包箱の中には、装置じ(かにいろいろな付属品が入っています。添がのスタートアップガイド 
や構成品チェックシート旧 TO (工場組み込み化荷）の場合）を参照してすべてがそろって 
いることを確認し、それぞれ点橫してください。万一足りないものや損傷しているものがある 
場合は、販売店に連絡してください。 



付属品について 

• 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置び故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

• 添付品の 「 EXPRESSBUILDER 」 は、紙封筒に包装されていまず。 
EXPRESSBUILDER を紛失しないよう十分ご注意ください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウエア登録力ードは、所定事 
項をご記入の上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクび添付されている場合は、フ□ッピーディスクの 
バックアップをとってください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスク、または DVD - ROM は使用方法を誤るとお客 
様のシステム環境を変更してしまうおそれびあります。使用についてご 
不明な点びある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店、また 
は保守サービス会社にお問い合わせください。 




第三者への譲渡じついて xix 


第云ちへの譲激こついて 


装置または、装置に添付されているものを第三者に譲渡（または売却）するときは、次のを意 
を守ってください。 

• 装置について 

第三者へ譲渡（または売却）する場合には、装置に添付されている説明書一式を一緖に 
お渡しください。 


j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

譲渡する装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩するこ 
とのないようにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の口’ミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの口才一 
マット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実際のデータは 
I \- ドディスクドライブに書き込まれたままのが態にあります。完全に消去さ 
れていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せめ用途に乾 
用されるおそれがありまず。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めしま 
す。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問いをわせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータび漏 
洩された場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウエアについて 

添付のソフトウてアを第三者に譲渡（売まのする場合には、じ(下の条件を満たす必要が 
あります。 

- 添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 

- をソフトウェアに添がされている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 

- 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インス!-ールした装置か 
ら削除した後、譲渡すること 




XX 消耗品 • 装置の廃棄について 


消耗品-装置の廃棄について 

• 装置および八ードディスクドライブ、 DVD / CD - ROM やオプションのボード、バッテリ 
などの廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。 

なお、装置添付の電源コードについても他の装置への転用を防ぐために、装置と一緖に 
廃棄してください。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 


• 装置の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります（ぶ却ファン、本体内蔵 
のバッテリ、内蔵光ディスクドライブなど)。装置を安をして稼働させるために、これ 
らの部品をを期的に巧換することをお勧めします。交換や寿命については、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社にご連絡ください。 


• 装置のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 
お買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくださ 
い。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッ 
ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （CD-R/CD-RW など） 
に保存されているデータは、第兰者によって復元や再生、再利用されな 
し、ようお客様の責任において確実に処分してか5廃棄してください。個 
人のプライバシーや企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び必要 
です。 
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装置の輸送について 

本体およびオプションなどじは、リチウム金属電池あるいはリチウムイオン電池を使用してい 
ます。リチウム電池の輸送に関しては、航空•ミ毎上輸送規制が適用されますので本体および才 
プションの航空機、船舶等での輸送については、お買い求めの販売店、または保守サービス会 
社へお問い合わせください。 
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XXX オンラインドキュメント について 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には次のオンラインドキュメントが収められています。 
必要に応じて参照して < ださい。 

• ユーザーズ ガイド 

• Windows Server 2008 R2 Standard/ Windows Server 200 8 R2 Foundation 

インストレーシヨンサプリメントガイド* 

• Windows Server 2008 Standard インストレーシヨンサプリメントガイド* 

• Windows Server 2003 R2, Standard x64 Edition インストレーシヨンサプリメ ント 
ガィド 

• Windows Server 2003 R2, Standard Edition インストレーシヨンサプリメントサプ 
リメントガイド* 

• ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド 

• ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド 

• エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス (HTTPS) インストレー 
シヨンガイド 

• Universal RAID Utility Ve 「 2.1 ユーザーズガイド 

• ExpressUpdate Agent インストレーシヨンマニュアル 

* 通常は rEXPRESSBUILDERJ の「シームレスセットアップ」ツールを使ったインストー 
ルをお勤めします。 








